
   

   

～ 人 権 学 習 会 ～ 

 １２月１日（水）の全校朝会は、いじめ見逃しゼロスクール集会を行いました。いじめは決して許さ

れない行為であることを踏まえ、人との関わり方について全校児童生徒で学習しました。 

集会の始めは、糸魚川人権擁護委員協議会の７名の皆さんから「はしのうえの おおかみ」の話をパネ

ルシアターでしていただきました。そして、登場する動物の気持ちを考えることを通してどのような言

葉掛けや態度が相手を尊重することなのかについて学んでいきました。 

話のあらすじは、一本橋を渡ろうとするウサギなどの小さな動物たちを、自分が渡るのが先だと言う

オオカミが「もどれ、もどれ。」と追い払い、橋を渡らせません。そこへ、大きなクマがやってくるとオ

オカミは「わたしが もどります。」と言って態度を一変させます。クマは「もどらなくてもいい」と言

い、オオカミを抱きかかえて自分の後ろの橋の上に置いてあげます。オオカミは優しいクマの対応から

改心し、小さな動物たちと仲良くなる、というものです。 

 子どもたちは、ウサギの気持ちを「悲しい気持ち。泣きたくなる。傷ついちゃう。」と表したり、「ク

マが橋を渡してあげたことで、優しくなった。」とオオカミの変化を理由付けたりして、人との接し方を
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考えました。そして、友達にやさしく話し掛けたり、友達を手

助けしたりすることの大切さを確認しました。 

 その後、人権教育、同和教育担当の鈴木教諭が、いじめ見逃

しゼロスクール「標語・ポスター」コンクールに応募した標語

についてクイズ形式で紹介し、個々の標語の良さについて人権

擁護委員の皆さんからコメントをもらいました。「笑顔・応援・

思いやり・ふわふわ言葉」などのキーワードにお褒めの言葉を

いただき、これからも毎日の生活の中で生かすよう、子どもたちに語り掛けてくださいました。 

 最後は、「手のひらを太陽に」を全員で歌って踊り、楽しく学習を終えました。子どもたちにとって、

人権について楽しく学ぶことができた４５分間でした。 

 

 

１１月３０日（火）に小学部６年生と中学部全員で糸魚川中学校区いじめ見逃しゼロスクール集会に

参加しました。今年は、シンガーソングライターの“佐藤ひらり”さんの公演＆トークでした。 

子どもたちは開演前から期待感いっぱいで、満面の笑顔で今か今かと佐藤ひらりさんの登場を待って

いました。大きな拍手の中、ステージに登場するやいなや鬼滅の刃のテーマ曲「炎」が演奏され、手拍

子を打ってリズムをとりながら、目を輝かせて聴き入っていました。 

障害を乗り越え、夢に向かって努力するひらりさんの姿をしっかりと心に焼き付けてきました。 
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